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一
般
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い

優
れ
た
芸
術
作
品
群
が
あ
る
。
正
規

の
教
育
を
受
け
て

い
な
い
主
に
精

者

モ

モ

コ

タ

カ

マ

ツ

さ

ん
に

よ

る
ス

ウ

ェ

ー

デ
ン
王

族

の
姿

を

デ
フ

ォ

ル

メ

し

た
作

品

群

に
出

合

っ
た

。

初

め

て

の

ア

ー

ル

ー
ブ
リ

ユ

ッ
ト

体

験

に

衝

撃

を
受

け

た

。

そ

の

後
1
3年

、
（
社

福

）
グ

ロ

ー
理

事

長

北

岡
賢

剛

氏

の

ス

ウ

ェ

ー

デ
ン

来

訪

が

き

っ

か
け

と

な

っ
た

。

北

岡

氏

は
1
5年

仏

英

等

で

活

躍

す

る

ア

ー

ト

デ
ィ

レ

ク

タ

ー
小

林

瑞

恵

氏

を

ス

ウ

ェ

ー

デ
ン

に

派

遣

し

た

。

そ

れ

ま

で

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

の

ア

ー

ル

ー
ブ
リ

ユ

ッ
ト

は

殆

ど

認

識

さ

れ

て

い
な

か

っ

た

。
私

も
1
6
年

６

月

に

小

林

氏

等
と

と

も
に

英

、

仏

、

ス

イ

ス

、

オ

ー

ス
ト

リ
ア

各

国

の

著

名

な

専

門
家

を
往

訪

し

、

そ

の
事

情

を

確

認

し

た

。
同

年
1
1
1
1

一
月

北

岡

氏

等

と

共

に

本

格

的

な

ス

ウ

ェ

ー

デ
ン

の

ア

ー

ル

ー
ブ
リ

ユ

ッ
ト

探

求

の

旅

を

挙

行

、

さ

ら

に
1
7年

秋

に
は

仏

ナ
ン

ト

で

の

障

害

者

文
化

芸

術

国

際

交

流

事

業

に

も

参
画

し

た

。

日
瑞

外
交

関

係

１

５

０

周
年

の
1
8

年
夏

に

首

都
近

郊

ソ
レ

ン
チ

ュ

ー
ナ

で

初

め

て

の
両

国

共

同

ア

ー
ル

ー
ブ

リ

ュ

ッ

ト
展

を

開
催

し

た

。

同
年

８

月

に

は

渡

邉

・

小

林

共

著

の

「

ス

ウ

ェ

ー

デ
ン

の

ア

ー
ル

ー
ブ
リ

ュ

ッ

ト

発

掘

」（
平

凡

社

）
も

出

版

で

き

た

。

こ

れ

ら

の
動

き

と

並

行

し
1
8
年
６

月

障
害

者
文

化

芸

術

推

進

法

が

制

定

さ

れ

た

。

北
岡

氏

が
支

援

す

る

障

害

者

芸

術

文

化

推

進

議

員

連

盟
（
会

長

は

参

議

院

議
員

衛

藤

晟

一

氏

）
の

成

果

で

あ
り

、
世

界

に

類

を

見

な

い
法

律

で

あ

る

。
私

も
原

案

作

成

等

に

関

わ
っ
た
。
こ
れ
で
国
及
び
地
方
自
治

体
が
ア
ー
ル

ー
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
称
す

る
か
否
か
を
問
わ
ず
地
域
の
障
害
者

等
に
よ
る
芸
術
推
進
に
取
り
組
む
こ

と

が
法
律
上

の
努
力
義
務
と
さ
れ

た
。
各
地
で
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え

幅
広
く
推
進

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。私
の
郷
里
岩
見
沢
市
で
は
2
0年
に

松
野
哲
市
長
が
北
海
道
全
域
の
拠
点

施
設
と
し
て
ア
ー
ル

ー
ブ
リ
ュ
ッ
ト

常
設
展
示
施
設
を
市
内
中
心
部
に
設

置
し
た
。
（
社
福
）
ゆ
う
ゆ
う
理
事
長

大
原
裕
介
氏
の
力
が
大
き
か
っ
た
。

福
祉
の
基
本
理
念
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

イ
シ
ョ
ン
が
障
害
者
等
の
生
き
づ
ら

さ
の
凹
を
埋
め
る
た
め
の
必
要
な
支

援
に
よ
る
社
会
的
平
等
の
実
現
に
真

髄
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ア
ー
ル

ー
ブ

リ
ュ
ッ
ト
は
障
害
者
等
の
凸
と
突
出

す
る
個
人
の
個
性
を
尊
垂
し
そ
の
能

力
の
「
社
会
的
評
価
」
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
、
従
来
の
福
祉
モ
デ
ル
の

先
に
開
け
る
新
た
な
世
界
と
も
言
え

今
で
は
包
摂
と
共
生
を
め
ざ
す
社

会
に
欠
か
せ
な

い
基
盤
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。
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